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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第76期

第３四半期連結
累計期間

第77期
第３四半期連結
累計期間

第76期

会計期間
自平成24年２月16日
至平成24年11月15日

自平成25年３月１日
至平成25年11月30日

自平成24年２月16日
至平成25年２月28日

売上高 （百万円） 66,987 71,347 101,316

経常利益 （百万円） 1,268 3,367 2,383

四半期（当期）純利益 （百万円） 533 1,811 1,242

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 571 2,184 1,608

純資産額 （百万円） 25,006 27,493 26,044

総資産額 （百万円） 54,468 54,133 58,340

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 9.55 32.46 22.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） ― ― ―

自己資本比率 （％） 45.9 50.8 44.6

　

回次
第76期

第３四半期連結
会計期間

第77期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年８月16日
至平成24年11月15日

自平成25年９月１日
至平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 7.91 13.05

　（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含んでおりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

４　第76期は、決算期変更により平成24年２月16日から平成25年２月28日までの12.5ヶ月間となっております。

　

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
 当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】
 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

（単位：百万円）

　
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減額

増減率

（％）

売上高 66,987 71,347 4,360 6.5

営業利益 1,165 3,326 2,161 185.5

経常利益 1,268 3,367 2,099 165.5

四半期純利益 533 1,811 1,278 239.7

　
  当第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日～平成25年11月30日）のわが国経済は、政府による経済・金融政

策に対する期待感から緩やかな回復基調となりましたが、海外では引き続き不安定な経済情勢が内在しており、依

然として先行きの不透明感は拭えない状況で推移いたしました。

  このような状況のなか、当社グループは、市場の変化への対応力を強化するなど、経営目標である「選ばれるノ

ムラ」の実現に向け事業活動を展開した結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は713億47百万円（前年同期比

6.5％増）となりました。

  また、利益面におきましては、売上高の増加に加え、採算を重視した受注の徹底や原価低減への取り組みなどが

寄与し、営業利益は33億26百万円（前年同期比185.5％増）、経常利益は33億67百万円（前年同期比165.5％増）、

四半期純利益は18億11百万円（前年同期比239.7％増）と、いずれも前年同期を大きく上回る実績で推移しており

ます。

　

　セグメント別の状況は、次のとおりであります。

　①ディスプレイ事業

文化施設等を手掛ける博物館・美術館市場の売上が減少いたしましたが、景況感に回復の兆しが見られるなか、

アパレル関連店舗など専門店の出店や改装が相次ぎ、専門店市場が堅調に推移いたしました。

また、電気メーカーや住宅関連企業によるショールームの新装・改装のほか、ホテルやアミューズメント施設の

リニューアルを多数手がけ、広報・販売促進市場、余暇施設市場の売上が大幅に増加いたしました。

この結果、ディスプレイ事業の売上高は694億44百万円（前年同期比6.3％増）、営業利益30億39百万円（前年同

期比215.9%増）となりました。　
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 （単位：百万円）　

概　　要 売　上　高

増減額
増減率

（％）市場分野名 当期主要プロジェクト
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

専門店市場

(物販店、飲食店、サービス業態店等)

インポートブランドやファス

トファッションなどのアパレ

ル関連店舗や飲食・金融店舗

の内装制作等

29,141 31,137 1,996 6.9

百貨店・量販店市場
近畿圏や首都圏における百貨

店のリニューアル等　
4,177 4,832 655 15.7

複合商業施設市場

(ショッピングセンター等)

大型商業施設の新装や改装、

空港内の商業施設における空

間演出等　

5,355 5,222 △132 △2.5

広報・販売促進市場

(企業ＰＲ施設、ショールーム、セー

ルスプロモーション、ＣＩ等)

大手電機メーカーや住宅関連

企業のショールーム、各種展

示会等

10,695 12,222 1,527 14.3

博物館・美術館市場

(博物館、文化施設、美術館等)

大型文化施設の展示制作、指

定管理者制度（注）にもとづく

施設の管理・運営等

5,613 4,866 △747 △13.3

余暇施設市場

(テーマパーク、ホテル・リゾート施

設、アミューズメント施設、エンター

テイメント施設、動物園、水族館等）

ホテルやアミューズメント施

設のリニューアル、温浴施設

の新装等　

4,018 5,318 1,299 32.3

博覧会・イベント市場

(博覧会、見本市、文化イベント等)

行政が主催する文化イベント

等 
477 412 △64 △13.6

その他市場

(上記以外の市場に係るもの)

(オフィス、ブライダル施設、サイ

ン、モニュメント等)

医療施設やブライダル施設の

新装、「奇跡の一本松」の再

生等

5,840 5,431 △409 △7.0

ディスプレイ事業 65,319 69,444 4,124 6.3

（注）指定管理者制度：地方公共団体やその外郭団体に限定していた公の施設の管理・運営を、法人その他の団体に包括的に代行させる

ことができる制度。平成15年９月より施行されている。　

　

②不動産事業

所有する不動産における賃料収入などにより、売上高は3億68百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益は1億20

百万円（前年同期比11.1％増）となりました。

　

③飲食・物販事業

 「福井県立恐竜博物館」（福井県勝山市）などのミュージアムショップや、「Ｚａｋｋａ ＆　Ｃａｆｅ ＴＲＡ

ＮＳＦＥＲ」（東京都港区）などの飲食店舗の運営などを手掛け、売上高は15億35百万円（前年同期比16.4％

増）、営業利益は2億33百万円（前年同期比38.8％増）となりました。　
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（２）生産、受注及び販売の状況

①セグメント別（ディスプレイ事業は市場分野別）の生産高、受注および売上高の状況

 ア 生産高の状況

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月16日
至　平成24年11月15日）　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

金額
（百万円）

金額
（百万円）

（ディスプレイ事業）   

専門店市場 30,780 32,315

百貨店・量販店市場 5,494 4,966

複合商業施設市場 5,497 4,825

広報・販売促進市場 11,978 12,592

博物館・美術館市場 4,922 4,847

余暇施設市場 4,134 5,317

博覧会・イベント市場 429 382

その他市場 5,994 6,343

ディスプレイ事業　小計 69,232 71,591

（不動産事業） － －

（飲食・物販事業） － －

合計 69,232 71,591

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。
　　　　２ 生産高の金額は販売価格によっております。

        ３ 不動産事業と飲食・物販事業は生産概念が異なるため、記載しておりません。

 

 イ 期中受注高および受注残高の状況

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月16日
至　平成24年11月15日）　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）　

受注高
（百万円）

受注残高
（百万円）

受注高
（百万円）

受注残高
（百万円）

（ディスプレイ事業）     

専門店市場 30,396 8,933 30,574 7,712

百貨店・量販店市場 5,712 2,274 4,814 959

複合商業施設市場 5,800 3,881 3,526 2,699

広報・販売促進市場 12,096 4,941 13,436 6,198

博物館・美術館市場 5,379 3,420 8,071 5,751

余暇施設市場 6,497 4,469 4,701 4,050

博覧会・イベント市場 610 507 215 153

その他市場 6,045 5,035 6,696 4,514

ディスプレイ事業　小計 72,539 33,464 72,036 32,040

（不動産事業） － － － －

（飲食・物販事業） － － － －

合計 72,539 33,464 72,036 32,040

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。
　　　　２　不動産事業と飲食・物販事業は受注概念が異なるため、記載しておりません。
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 ウ 売上高の状況

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月16日
至　平成24年11月15日）　　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）　

金額
（百万円）

金額
（百万円）

（ディスプレイ事業）   

専門店市場 29,141 31,137

百貨店・量販店市場 4,177 4,832

複合商業施設市場 5,355 5,222

広報・販売促進市場 10,695 12,222

博物館・美術館市場 5,613 4,866

余暇施設市場 4,018 5,318

博覧会・イベント市場 477 412

その他市場 5,840 5,431

ディスプレイ事業　小計 65,319 69,444

（不動産事業） 349 368

（飲食・物販事業） 1,318 1,535

合計 66,987 71,347

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。
 　　　 ２　売上高総額に対する割合が10％以上となる相手先はありません。

 

②セグメント別（ディスプレイ事業は制作品別）の生産高、受注および売上高の状況

 ア 生産高の状況

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月16日
至　平成24年11月15日）　　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）　

金額
（百万円）

金額
（百万円）

（ディスプレイ事業）   

内装制作 24,902 27,479

展示制作 16,255 14,749

環境演出制作 3,588 2,450

販促品制作 1,731 1,400

企画・設計・監理 6,779 6,383

その他 15,974 19,127

ディスプレイ事業　小計 69,232 71,591

（不動産事業） － －

（飲食・物販事業） － －

合計 69,232 71,591

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。
　　　　２ 生産高の金額は販売価格によっております。

       ３ 不動産事業と飲食・物販事業は生産概念が異なるため、記載しておりません。　
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 イ 期中受注高および受注残高の状況

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月16日
至　平成24年11月15日）　　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）　

受注高
（百万円）

受注残高
（百万円）

受注高
（百万円）

受注残高
（百万円）

（ディスプレイ事業）     

内装制作 27,896 12,942 24,841 11,522

展示制作  15,682  7,432  16,636  8,330

環境演出制作 2,637 1,698 3,196 2,028

販促品制作 1,828 177 1,503 191

企画・設計・監理 7,911 6,517 7,504 5,992

その他 16,582 4,696 18,353 3,975

ディスプレイ事業　小計 72,539 33,464 72,036 32,040

（不動産事業） － － － －

（飲食・物販事業） － － － －

合計 72,539 33,464 72,036 32,040

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。
　　　　２　不動産事業と飲食・物販事業は受注概念が異なるため、記載しておりません。

 

 ウ 売上高の状況

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月16日
至　平成24年11月15日）　　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）　

金額
（百万円）

金額
（百万円）

（ディスプレイ事業）   

内装制作 23,248 27,551

展示制作 14,337 13,641

環境演出制作 3,624 2,184

販促品制作 1,709 1,328

企画・設計・監理 5,920 6,255

その他 16,479 18,482

ディスプレイ事業　小計 65,319 69,444

（不動産事業） 349 368

（飲食・物販事業） 1,318 1,535

合計 66,987 71,347

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。
　　　　２　売上高総額に対する割合が10％以上となる相手先はありません。
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（３）財政状態の分析

　　当第３四半期連結会計期間末の総資産は541億33百万円（前連結会計年度末比42億6百万円減）、負債は266億

40百万円（前連結会計年度末比56億55百万円減）、純資産は274億93百万円(前連結会計年度末比14億49百万円

増）となりました。

　　総資産は、たな卸資産が増加しましたが、仕入債務の支払いにより現金及び預金、売上債権の回収により受

取手形及び売掛金が、それぞれ減少しております。

　　負債は、期末月の仕入高の減少により支払手形及び買掛金が減少しております。

　　純資産については、配当金の支払いと自己株式の取得がありましたが、四半期純利益の計上とともに、その

他有価証券評価差額金等が増加しております。

　　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の44.6％から50.8％となりました。

　　　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　　 　　

（５）研究開発活動

 当第３四半期連結累計期間において、特記すべき重要な事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 238,170,000

計 238,170,000

 
②【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年11月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 59,948,294 59,948,294
東京証券取引所

市場第一部
（注）

計 59,948,294 59,948,294 ― ―

 (注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式（１単元：100株）であります。
　　 　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

 平成25年９月１日～

 平成25年11月30日
－ 59,948,294 － 6,497 － 1,624

 

（６）【大株主の状況】

　　　　　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

4,315,600
―

権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

55,609,400
556,094 同上

単元未満株式
普通株式

23,294
― 同上

発行済株式総数 59,948,294 ― ―

総株主の議決権 ― 556,094 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が11,000株(議決権110個)含ま

れております。
２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式82株が含まれております。

 

②【自己株式等】

　 平成25年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数の
合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合
(％)

(自己保有株式)

株式会社乃村工藝社

東京都港区台場２丁目
３番４号

4,315,600 ― 4,315,600 7.19

計 ― 4,315,600 ― 4,315,600 7.19

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権20個)あります。

なお、当該株式数は、上記①［発行済株式］の「完全議決権株式(その他)」に含まれております。

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年９月１日から平

成25年11月30日まで）および第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,040 7,425

受取手形及び売掛金 14,354 12,728

有価証券 41 －

たな卸資産 8,098 9,403

繰延税金資産 1,087 1,155

その他 648 1,487

貸倒引当金 △44 △40

流動資産合計 35,224 32,161

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,548 12,163

土地 10,056 9,757

その他 1,818 1,738

減価償却累計額 △6,707 △6,783

有形固定資産合計 17,716 16,875

無形固定資産 614 738

投資その他の資産

投資有価証券 2,597 2,995

その他 2,510 1,734

貸倒引当金 △322 △372

投資その他の資産合計 4,784 4,357

固定資産合計 23,115 21,972

資産合計 58,340 54,133
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,482 13,082

未払法人税等 993 735

前受金 3,591 3,483

賞与引当金 1,320 1,160

工事損失引当金 488 18

環境対策引当金 100 －

その他の引当金 105 110

その他 2,384 2,251

流動負債合計 26,468 20,841

固定負債

退職給付引当金 3,931 3,858

その他の引当金 313 80

その他 1,582 1,859

固定負債合計 5,827 5,798

負債合計 32,296 26,640

純資産の部

株主資本

資本金 6,497 6,497

資本剰余金 6,861 6,861

利益剰余金 13,236 14,293

自己株式 △914 △1,091

株主資本合計 25,680 26,560

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 55 355

土地再評価差額金 286 482

為替換算調整勘定 22 95

その他の包括利益累計額合計 363 932

純資産合計 26,044 27,493

負債純資産合計 58,340 54,133
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年２月16日
　至　平成24年11月15日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

売上高 66,987 71,347

売上原価 57,958 59,770

売上総利益 9,029 11,577

販売費及び一般管理費 7,864 8,251

営業利益 1,165 3,326

営業外収益

受取利息 7 8

受取配当金 12 18

仕入割引 57 56

その他 41 52

営業外収益合計 118 135

営業外費用

支払利息 9 0

投資不動産管理費用 5 1

関係会社貸倒引当金繰入額 － 90

その他 0 2

営業外費用合計 15 94

経常利益 1,268 3,367

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 － 183

特別利益合計 0 183

特別損失

固定資産除売却損 16 22

減損損失 65
※ 503

投資有価証券評価損 62 17

ゴルフ会員権評価損 11 －

店舗閉鎖損失 － 22

特別損失合計 154 565

税金等調整前四半期純利益 1,113 2,985

法人税等 580 1,173

四半期純利益 533 1,811
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年２月16日
　至　平成24年11月15日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

四半期純利益 533 1,811

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42 299

為替換算調整勘定 △4 73

その他の包括利益合計 38 372

四半期包括利益 571 2,184

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 571 2,184
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）

　当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

 

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　減損損失

　　当社グループは、当第３四半期連結累計期間において以下の資産について減損損失を計上しております。

場所 用途 種類

　大阪府大阪市中央区 　事業用資産（賃貸用商業ビル） 　土地・建物

　山梨県甲府市 　遊休資産 　土地

　兵庫県尼崎市 　処分予定資産 　土地・建物

（経緯）

　上記の資産については、収益性の低下等による減損の兆候が認められたため、その認識・測定をおこなっ

た結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（503百万円）として特別損失に計上

しております。

　その内訳は、事業用資産（賃貸用商業ビル）452百万円（内、土地251百万円、建物200百万円）、遊休資

産38百万円（投資その他の資産「その他」38百万円）、処分予定資産12百万円（内、建物9百万円、土地3百

万円）であります。

（グルーピングの方法）

　資産のグルーピングは、事業別におこなっております。ただし、店舗用資産、賃貸用資産および将来の使

用が見込まれない遊休資産については、個別物件ごとにグルーピングしております。

（回収可能価額の算出方法）

　回収可能価額は正味売却価額により測定しており、正味売却可能価額は不動産鑑定評価等により算定して

おります。　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年２月16日
至 平成24年11月15日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日）

減価償却費 608百万円 632百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年２月16日　至　平成24年11月15日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月10日

定時株主総会
普通株式 446 8 平成24年２月15日 平成24年５月11日 利益剰余金

 　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月28日

定時株主総会
普通株式 558 10 平成25年２月28日 平成25年５月29日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額については、創業120周年にともなう記念配当２円が含まれております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成24年２月16日　至　平成24年11月15日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　
報告セグメント

　　 調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書計上額
（注２）ディスプレイ

事業
不動産
事業

飲食・物販
事業

合計

売上高       

外部顧客への売上高 65,319 349 1,318 66,987 ―　 66,987

セグメント間の内部
売上高又は振替高

26 6 18 50 △50 ―　

計 65,345 355 1,336 67,038 △50 66,987

セグメント利益 962 108 168 1,239 △73 1,165

(注)１．セグメント利益の調整額△73百万円の主なものは、提出会社の管理部門に係る減価償却費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「ディスプレイ事業」セグメントにおいて、当社の連結子会社が保有する土地について売却を予定してい

ることから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（65百万円）として特別損失に計

上しております。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日)　

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　
報告セグメント

　　 調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書計上額
（注２）ディスプレイ

事業
不動産
事業

飲食・物販
事業

合計

売上高       

外部顧客への売上高 69,444 368 1,535 71,347 ―　 71,347

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4 11 23 39 △39 ―　

計 69,448 380 1,558 71,387 △39 71,347

セグメント利益 3,039 120 233 3,393 △67 3,326

(注)１．セグメント利益の調整額△67百万円の主なものは、提出会社の管理部門に係る減価償却費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （固定資産に係る重要な減損損失）　

　「ディスプレイ事業」セグメントにおいて、当社の連結子会社が保有する土地について売却を予定してい

たこと等により、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（50百万円）として特別損失

に計上しております。

　「不動産事業」セグメントにおいて、当社の連結子会社が保有する土地・建物について収益性の低下によ

る減損の兆候が認められたため、その認識・測定をおこなった結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失（452百万円）として特別損失に計上しております。

　　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月16日
至　平成24年11月15日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

　 １株当たり四半期純利益　 9円55銭 32円46銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（百万円） 533 1,811

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 533 1,811

普通株式の期中平均株式数（株） 55,837,420 55,813,821

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年１月14日

株式会社乃村工藝社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寺　田　昭　仁　　印

　

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木　下　　 洋　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社乃村工

藝社の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年９月１日から平

成25年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社乃村工藝社及び連結子会社の平成25年11月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社乃村工藝社(E04835)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

